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を
望
む
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
地
に
拠

点
を
構
え
る
稚
内
信
用
金
庫
は
、
地
域

か
ら
絶
大
な
支
持
を
得
る
。

　

稚
内
信
用
金
庫
は
、
宗
谷
管
内
な
ど

主
営
業
地
区
で
、
預
金
・
貸
出
と
も
に

シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
。
健
全
経
営
の
証
で
あ

る
自
己
資
本
比
率
は
国
内
基
準
の
４

％
、
信
金
業
界
平
均
の
約
13
％
を
遥
か

に
凌
駕
す
る
57
・
３
２
％
だ
（
平
成
29

年
３
月
末
）。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
数
字

は
全
国
信
金
中
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
20
年

連
続
で
そ
の
座
を
維
持
し
て
い
る
。

　

日
本
創
成
会
議
が
公
表
し
た
消
滅
可

能
性
の
あ
る
自
治
体
の
一
つ
に
稚
内
市

が
挙
げ
ら
れ
る
中
、
新
た
な
産
業
の
芽

と
し
て
宗
谷
丘
陵
一
帯
に
は
70
基
を
超

す
風
車
が
回
る
。
稚
内
信
用
金
庫
も
地

元
の
風
力
発
電
ビ
ジ
ネ
ス
に
積
極
的
な

関
与
・
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
き
た
。

　

本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
増
田
雅

俊
・
稚
内
信
用
金
庫
理
事
長
（
兼
北
海

道
信
用
金
庫
協
会
会
長
）
に
地
方
創
生

へ
の
取
組
み
と
と
も
に
、
そ
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
と
な
る
堅
実
経
営
の
考
え
方
な

ど
を
伺
っ
た
。

●

―
―
地
方
に
お
い
て
人
口
や
雇
用
機
会

の
減
少
が
進
行
す
る
中
、
地
方
創
生
は

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。
北
海
道
信

用
金
庫
協
会
の
会
長
と
し
て
、
北
海
道

経
済
や
地
方
創
生
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
お
考
え
を
お
持
ち
で
す
か
。

増
田
　
ま
ず
北
海
道
経
済
を
考
え
る
場

合
、
い
く
つ
か
留
意
点
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
北
海
道
は
非
常
に
広
大
で
、

地
域
ご
と
に
産
業
構
造
が
違
う
と
い
う

こ
と
で
す
。
一
次
産
業
を
例
に
と
っ
て

も
、
水
産
ビ
ジ
ネ
ス
が
主
力
で
あ
る
稚

内
と
酪
農
や
畑
作
が
盛
ん
な
十
勝
で
は

ま
っ
た
く
産
業
構
造
は
違
い
ま
す
。
で

経
済
コ
ス
ト
や
自
然
条
件
を

考
え
る
と
将
来
は
明
る
い

す
か
ら
、
地
域
の
将
来
を
考
え
る
場

合
、
一
括
り
に
「
北
海
道
経
済
は
」
と

い
う
議
論
は
適
切
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
は
、
日
本
に
お
け
る
東
京

一
極
集
中
と
同
じ
構
図
が
、
北
海
道
に

お
け
る
札
幌
一
極
集
中
だ
と
い
う
点
。

以
前
の
１
０
０
万
人
都
市
の
時
代
は
、

札
幌
は
非
常
に
若
々
し
く
成
長
力
の
あ

る
都
市
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
人
口
が

２
０
０
万
人
近
く
と
な
っ
て
高
齢
化
も

進
む
と
、
大
都
市
の
宿
命
か
ら
社
会
的

コ
ス
ト
が
高
い
人
口
構
成
に
な
り
、
成

長
力
も
鈍
化
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、

北
海
道
経
済
全
体
に
と
っ
て
ネ
ッ
ク
だ

と
は
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
経
済
コ
ス
ト
や
自
然
条
件
な

ど
か
ら
北
海
道
経
済
の
将
来
性
を
考
え

る
と
、
そ
れ
ほ
ど
悲
観
す
る
必
要
は
な

い
と
み
て
い
ま
す
。

―
―
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で

す
か
。
北
海
道
内
の
人
口
は
、
多
く
の

地
域
で
減
少
基
調
に
あ
り
ま
す
が
。

増
田
　
地
方
消
滅
の
議
論
は
、
現
在
の

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
を
前
提
に
し
て

い
ま
す
。
地
域
経
済
は
30
年
、
50
年
、

１
０
０
年
と
い
う
長
期
の
時
間
軸
で
み

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

長
い
ス
パ
ン
で
考
え
る
と
、
経
済
コ
ス

ト
や
自
然
条
件
な
ど
で
優
位
性
が
出
て

き
て
、
道
内
人
口
は
さ
ほ
ど
減
ら
な
い

と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
工
場
を
運
営
す
る
に
し
て

も
、
広
大
な
用
地
の
確
保
が
容
易
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
北
海
道
の
暖
房
コ
ス

ト
は
本
州
の
冷
房
コ
ス
ト
と
比
較
し
て

安
価
。
震
災
の
教
訓
か
ら
生
産
拠
点
の

分
散
が
言
わ
れ
る
中
、
経
済
合
理
性
か

ら
し
て
南
よ
り
も
北
に
生
産
拠
点
を
移

転
す
る
機
運
が
高
ま
る
は
ず
で
す
。
現

に
、
自
動
車
部
品
関
連
企
業
や
Ｉ
Ｔ
関

連
企
業
な
ど
が
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良

い
北
海
道
の
空
港
周
辺
に
拠
点
を
移
す

動
き
が
出
て
い
ま
す
。

　

一
次
産
業
を
み
て
も
、
農
業
や
漁
業

は
こ
こ
10
年
、
20
年
の
間
に
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
昔
、

北
海
道
の
米
は
評
価
が
低
か
っ
た
の
で

す
が
、
生
産
者
や
開
発
者
の
皆
さ
ん
の

品
種
改
良
の
努
力
が
実
り
、
近
年
で
は

食
味
の
最
高
ラ
ン
ク
特
Ａ
を
連
続
受
賞

す
る
ま
で
に
育
ち
ま
し
た
。
野
菜
栽
培

本
最
北
の
ま
ち
稚
内
。
晴
れ
た

日
に
は
宗
谷
岬
か
ら
サ
ハ
リ
ン

日

地
域
経
済
の
活
性
化
は
長
い
時
間
軸
で
考
え
る
こ
と
が
大
切

こ
れ
か
ら
も
堅
実
経
営
に
努
め

産
業
構
造
の
変
化
を
サ
ポ
ー
ト

地域活性化の取組みと
地元密着の経営方針

特別
インタビュー

増
田
雅
俊

稚
内
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金
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